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年月日

1970年9月8 ・ 9日

1974年12月5 ・ 6ヨ

1977年5月12 ・ 13日

1980年H兵27 ・ 28日

1981年9月24 ・ 25日

1982年11月1 ・ 2日

1983年U月1・ 2日

場所

1984年11月28 ・ 29日

国立教育会館

1985年U月28 ・ 29日

土木学会講堂

1986年11月26 ・ 27日

国立教育会館

1988年1月20 ・ 21日

国立教育会館

表4-28 システムエ学部が開催した講習会

19認年11月21・ 22ヨ

機械振興会館

1989年3月9 ・ 10日

日本化学会講堂

1990年1男記日

国立教育会館

1990午12月18日

学士会館本館

1992年12月4日

学士会館本館

東京大学工学部

テーマ

22 ヒューマンインタフェース部会誕生からマンマシンシ

ステム部会ヘの展開

ヒューマンインタフェース部会の誕生とその経緯

ヒユーマンインタフェース部会(以下H1部会と略称)は,

隱村則」「市帷山「システム」の3部門別企画委員会が3部

門制に移行した19蹄年にシステム部門に発足した.その

後ほどなくシステム部門はシステム・情報部門に改編され,
一方,田部会は,当時計測狗動制御学会内で新設された独

立部会制に即して部会事務局を構成して19釘年から部会

員登録制を採用して活発に独立採算による部会活動を展開

した.具体的には,当時のH1部会を構成する部会員の過半

数が,計測自動制御学会会員ではない状況であった.しか

し,19蛤年当時このような独立部会制の見直しによって,

H1部会は1999年に,新たに「ヒューマンインタフェース

学会』(以下ではH1学会と略1加を設立した.そのときに

H1部会員で計測自動制侮学会会員であったメンバーが,そ

れまでのH1部会の活動を見直し,計測冑動制御学会内で

はシステム情報部門マンマシンシステム部会として発展す

ることになって現在に至っている.

筆者は,19舗年のH1部会誕生に直接に関与したもので

はないが,その後H1部会の活動に加わり,部会運営にも

漸次参画するようになった.そしてとくに計測肉動制御学

会内で独立部会制見直しの始まる1998年度に偶然亘1部会

主査を引き受けたことから,1999年における部会からの,

田学会設立と,計湖自動制御学会内システム情雜部門内で

のマンマシンシステム部会ヘの展開の双方に関与した.

そこでまず1985年のH1部会設立から 1999年のマンマ

シンシステム部会ヘの転換以降の歴史的経緯を表4-29 に

示す.表4-29ではH1部会設立に直接関与された方々から

始まる年度別の主査名,そしてH1部会の中心的活動であっ

東京大学山上会館

システムエ学の最近の進歩

束京大学山上会館

評価の考え方と方法

東京大学山上会館

Mod.1ing一複雑なシステムの構造を扱う手法一システムのS土τ此tⅧal

東京工業大学百年記念館

問題発掘と問題解決の諸方法

東京大学山上会館

システム方法論

東京工業大学百年記念館

システム方法論講習会

システム方法論講習会

システムとしてのロボットー諸技術の研究開発一

エキスパートシステム講習会

シーケンス制御システムに粉ける新しい流れ

システムの高信頼化と診断技術

ファジイ推論法一理論と実際

計画型エキスパートシステム

(特別講演会) 基本的考えから新しい応用までAHP

SIS構築方法論

.

進化システム論の基礎と応用一遺伝的アルゴリズムと免疫システム胎

た各年度の年次H1シンポジウム(表中ではH鵄,XX と略

羽川の開催都市,そしてその年々のおもな事項を記してあ

る.捌、下では, H1部会の発足前後と,1998年から始まる

H1部会からマンマシンシステム部会ヘの展開の時代とに分

けて,筆者自身の関わりにも触れながら回纐する.

マンマシンシステム研究の揺藍期

人問と機械システムとで構成されるマンマシンシステム

(人問機械系)の研究は,蒸気機関発明による産業革命期や

フォードによるベルトコンベア方式の工場生産に湖ること

ができる.ここでは会誌信十測と制御」に登場するマンマ

シンシステムやマンマシンインタフェース関連記事から本

学会での取り組みを振り返ると,19陀年中部支部主催でマ

ンマシンシステム研ヲ毛会,見学会でロボット・カラーデイ

スプレイ・鞍肢・手動制御が取り上げられ,ついで1974年

南動化機器部会のマンマシンインタフェース研究会により

グラフィックデイスプレイ・ロボットとのインタフェース・

義手・自動化などを取り上げている.

1970年代後半以降は,1977年3月27日テネリファ島

ジャンボ機衝突事故,1979年3月28日米国スリーマイル

島原子力発電所事故,1986年4月26日旧ソ連チェルノビ

ル原子力発竃所事故など未曾有の大事故が発生し,機械シ

ステムの大規模化,複雑化,コンピュータ化,自動化など

が機械を操作する側の人的要因にもたらす安全問題が大き

な社会問題となり,それが筆者のマンマシンシステムの安

全性研究ヘの大きな要因になった.このことは 19即年「言十

測と棚御」誌でも「小特集:マンマシンシステムの安全性」

で取り上げられている,

亘1部会の発足と発展

H1部会発足の直接の契機になったのは,19認年10月神

戸における計測自動制御学会関西支部シンポジウム fマン

計測と制御第50巻第8円号 20れ年8円月号
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ヒューマンインタフェース部会(1999年からマンマシンシステム部会)の履歴表4-29

年度(年期)

1985 (築24捌)

19部(第 251切)

19釘(第26甥)

19邪(第 271炯)

主査(所属)

1989 (第 28拘)

田村愽(阪大)

1990 (第 291姻)

田村愽(阪大)

1991 (第 30期)

田棚専(阪大)

19能(第3リ柳

山田尚勇(東大)

1993 (第 321切)

19別(第 33j勵

山田尚勇(東大)

井上紘一(京大)

1995 (第 34翔)

ヒューマンインタフェース部会発足・ HIS・1開催(京都)

弁上紘一(京六)

HIS・2 (東京)

1996 (第 351切)

塚田啓一(松下電器)

部会員壁録制, H玲'3 (大阪)

塚田啓一(松下鑓器)

都会事務局移動. HIS・4 (東京),ヒューマンインタフエ

ヒューマンインタフェース国際セミナー(京都)

19辨(第36棚)

黒川隆夫(京工大)

1998 (第 37 期)

黒延隆夫(京工大)

HIS.5 (京都),マンマシソシステム研究セミナー(京都)

H玲・6 (東京)

19羽(第38j棚

広瀬通孝(東大)

おもな事項

HIS,フ(京都),特集ヒューマンインタフェース技術の新屡聞

2000 (第 391切)

質玲・8 (川崎)ミニ特集教青・訓練システム

即01 (第401棚

広瀬通孝(東大)

(ドナノレド.ノーマン特呂1」講演'アNdioting the FutuN")HIS・9 (神戸)

2002 {第 41}卿

吉川榮和(京大)

HIS・10 (東京)

2003 (第 42甥)

HIS・11(京都)(河合隼雛特別講演"21世紀の人間と科学"),

蔓C11・95 (横浜)

2004 (第綿棚)

吉川榮和(京大)

2005 (第 441切)

吉川美和(京大)

HIS,12 (横浜)(養老孟司特別講演"脳の見方"),

CSEPC96 (京都)

2006 (第 451勵

稲垣敏之(筑波大)

即07 (第妬期)

稲垣敏之(筑波大)

HIS・13 (吹田)

2008 (第471柳

西山高史(松下電工)

EIS,14 (小金弁),ヒニーマンインタフ=ース出版,

IFAC爪NS・98 (京都)

マシンインタフェース」および19鍵年10月大阪における

計測自動制榔学会関西支部シンポジウム陰ガ則・制御にお
けるマンマシンインタフェース」である.これらのシンポ
ジウムを足がかりに,田村博(大阪大学)を中心としてHI

部会が1985年に発足し,同部会企画で30学協会協賛のも
とに同年10月24・25日京都府立勤労会館で第1回H1シ

ンポジウムが開鯉された.その初回シンポジウムでの講演
蓼集テーマを表4-30 に示す.部会創始者の田村は, H1に
「人の生理.心理および生活・文化と整合する人間的なイン

タフェース」という概念を込めて新たな学際領域を開拓し

ようとの意気込みで,部会活動をりードした.事、実,田村
は,阪大から京都工芸繊維大学に教授として招聰されると,
計測自動制御学会の独立部会制皮を活用して自ら部会亊務
局を逕営した. H1部会は,年1回のH1シンポジウム開催
(アップル社のドナルド・ノーマンなどの例を表4-29 に示
すように内外のビッグネームを招待しての特別講演も開イ諭
だけでなく,さまざまな個別テーマ別の研究会を年数回の

2009 (第娼翔)

西山高史(松下電工)

2010 (第 491帆)

軍洋介(法政大)

マンマシンシステム部会にチ且織変え,以降はシステム・情報部円に属し計

測自動制御学会全国大会.システム・情報部門シンポジウムに参画の一方,
ヒューマンインタフ=ース学会に、協力して活動

ス特集号,

2011 (第 50翔)

森縛彦(武蔵工大)

伊藤誠(筑波六)

伊藤誠(筑波大)

平岡敏洋(京大)

平岡敏洋(京大)

安部原也(J愈D

開催と研究会報告集の発行,年4回の部会報の発行と,通
常の学会サービスを独立部会の亊務局が支えるという,通
常の大学研究室の活動規模をはるかに凌駕したものであっ
た.このような H1研究の状況は表4-29 に示すように階t
測と制御」にたびたび特集記亊が掲載されている.

田村は,当時の情報処理学会・電子情報通信学会'人間
工学会.認知科学会等の先生方と連挑し,1995年7月9~

H 日横浜国際会議場で朋催の「人間と計算機の相亙作用
に関する第 6 回国際会誠田Cn、95)」の副大会長を担当
した(大会長は林喜男(慶應粒塾大学)),そしてこれを契
機に国際会議シリーズHCⅡを主宰する G.salwndy (米
国Purdue大学)と, HCⅡシリーズへのH1学会の連挑や
J0ⅡTnal of Human、computer lnteraction の日本国内分頁
布の仲介が開始された.

このような田村主宰の事務局を中心とするH1部会の"爆

発的な"活動は,「問題解決よりも問題発見を重視しよう」
と「学会は会員に逸早く研究を促し,発表と談論の場を提

.
計測と制御第50巻第8畑号 20罰年8円月号
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表4-30 第1回ヒューマンインタフェースシンポジウム(1985年)での講演募集分類

プロセス計測・制御

分野

通信・コンピュータネットワーク

オフィス環境

公共機関サービス

商業・流通

街と建物

教育・訓練

ヒューマンインタフェースの基礎知識

交通用具・交通機関

内容

福祉・医療

ヒューマンインタフェースの評価法

A1応用,故障診断, CRTオペレーション,ロボット, CAD/CAM

など

ものと道具,家庭用機器

未来のヒューマンインタフェース

LANⅣAN,TV1新聞,新方式電話など

新たな入出カデバイス,ワープロ,ペーパーレスオフィスなど

表4-31 計測自動制御学会ヒューマンインタフェース部会企画出版「ヒューマンインタフェース』(1999年,オーム?士)に
おける構成

カードシステム,データベース,情報検索など

自販機,新たな注文,輸送方法,広告宣伝

避難誘導・防災システム,ビル管理,照明など

1編ヒューマンインタフ=ースの概念と歴史

CN,マニュアノレ,シミニレータなど

2編システム操作の人間特性

道路情報,運転情報,カーエレクト訂ニクス,自動券売機,信号

標識

医用機器,看護機器,障害者用補助具.高齢者用機器

3編インタラクションの要素としてのニンビュータ

編のタイトル

家庭用機器,衣服,玩具,作業姿勢, ワークスペースなど

行動と心理・生理,感覚・知覚

デリング,訓練と習熟,など

4編インタラクションのシステム構成

方法論,安全性,疲労と健康,信頼性,ヒューマンエラー分析,
など

5編デザインと評価

新たな感覚を持ったインタフェース,新たな機械との対話法,な
^

6編仕事と暮らしのヒューマンインタフェース

供し続ければならない」という田村の持論に基づいたもの

であった.そのためか「あの部会はシンポジウムぱかりだ.

数は多くても発表だけで終わってちゃんと原著論文になる

研究が少ない」との批判も聞こえてきた.しかし,Π1部会

企画の著書「ヒューマンインタフェース」は,田村を編集

長に編集委員22名,執筆委員Ⅱ5名の恊力により6編認

章572ページの大冊の学術書として 1998年オーム社より

認知,知誠表現,ヒューマンモ

身体特性,生理特性,認知特性,感性とインタラクション,シス

テム操作の社会性,インタラクションにおけるヒューマンエラ

ー,インタラクションの心身ヘの影響

入力機器とのインタラクション,

ン,インタラクションのモード

情報空間ナビゲーション,グループインタラクション,バーチャ

ルワーノレドとりアノレワールド

内容

ユーザビリティエ学,デザイン指針と技法,評価技法,ユーザ支

援技術

計測と制御第50巻第剖9号 20"年8円月号

プラント,オフィス,プログラミング,デザイン,ネットワーク

情報サービス,携帯電話機噐,ゲーム機,公共機器,福祉分野,

教育ソフト,ニーザの視点

出力機器とのインタラクショ

出版された.この杏の6編の構成と内容を表4-31に示す.

表4-30の 19錨年の部会発足時シンポジウムでの講演募集

分野と表4-31の著沓の構成とを比較して,わが国において

H1分野の体系化がどのように発展したかが理解される.ま

た本雪は本来部会発足10年目を期して出版が計画されて

いたが,超多1亡な田村をカバーしていた黒川隆夫のとりま

とめがなけれぱ,計測自動制御学会の部会時代に本轡の出
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表4-32

(a) CSEPC96 でのトレンド

Joint systeln

ツーノレの使用

テーマ

複雑性との対処

データ,モデルと経験

(b) 1FAC爪仏IS羽でのトレンド

マンマシンシステム分野の観点での研究トレンド

ドメイン応用領域

パフォーマンス予測と評価,システムシミニレーションモデル,人間と機械の協調,

認知モデル

基礎共通領域

分類

支援システム,インタフェース設計,新技術

個人・クノレーのパフォーマンス,自動化と人間中心設計

現場研究,シミュレータ研究

版はなかったであろう.

マンマシンシステム部会ヘの発展

田村博・井上紘一・黒川隆夫などH1部会設立の中心メ

ンバーと筆者との接点は,当時原子力界で興隆しつつあっ

たマンマシンシステム靭号tでの欧米や韓国等の研究者との

国際交流の協力関保を媒介として拡大していった.これら

は表4-29 に示した 1988年のピューマンインタフェース国

際セミナー(京考勵,1989年のマンマシンシステム研究セ

ミナー(京者円に始まり,1996年第者がE.H0Ⅱn篭el(当
時デンマークCN社)と共同開催の「プロセス制御ヘの認

知工学的方法に関する第1回国際会議」(CSEPC9田,そ

して田村が国際プログラム委員長,筆者が国内組織委員長

を務めた国際自動制御連盟をバックにする「マンマシンシ

ステムの分析,設計と評価に関する第7回国際シンポジウ

ム」(The 7th lFAC/1NP/1FORS/1EA symposium on

Analysisj Desi目n and Evaluation of Man-Machine sys-

tem 略称 IFAC/MMS9鋤である.そこで CSEPC部と

IFAC/MMS98での研究発表の分野の大要を表4-32 に示

す((a)がCSEPC96,(b)がIFAC/MMS98).表4-32 を
表4,31に対比すると,これらのマンマシンシステム分野の

研究テーマは,H1分野の重要な領域を占めていることがわ

かる.

本項の冒頭において,1999年に計測自動制御学会のHI

部会は,即学会と計測自動制御学会マンマシンシステム

部会とに分駐したことの事情を述ベた.その際筆者が計測

自動制御学会マンマシンシステム部会の研究領域として意

図した分野は表4-32 に示した分野である.階十測」「制御」

「システム・偕報」を当時3本柱としていた計測自動制御学

会において,おもに産業応用の観点でシステムー情報部門

工場自動化,プロセス制御,交通制御・カードライバモデル,監視制御,航空管削上

システム制御, VR・遠隔制御,原子力分野, CSCW

内客

感性一芸術分野と産業分野,情穏システム,

ユーロ),信頼性・故障解析,生理指標測定,

インタフェース装置

テーマ

ソフトコンピューテング(フブジイ,ニ

インタフニース設言十,人問行動モデノレ,

に位置づけるにふさわしい部会としての発展を期待した次

第である,計漏自動制御学会マンマシンシステム部会にお

いては後継の新進諸兄がマンマシンシステム研究の学術的

深化や新たな領域の開拓に挑戦されていることと期待して

いる.

2.3 生体・生理工学部会の誕生と発展

部会発足当時の状況

生体・生理工学部会では生体システムの解明をめざす工

学分野の研究者が,医学・生理学・心理学など異なるさま

ざまな分野の研究者と相互理解を深め,学際的かつ総合的

な研究活動の推進を目的に,シンポジウムや講演会,見学

会などを中心に活動してきた.学会創立50周年を迎える

に際して,部会創立25周年になるこれまでの経緯や活動

を振り返るとともに今後を展望したい.

まず,関連分野における他学会の活動として,電子情報

通信学会の MBE研究会がある.その歴史は 1955年に

阪本捷房(東京大学)が立ち上げた医用電子装置研究会に

始まる.その後, W能年に日本ME学会が発足し,1966

年に両学会共継の医用電子・生体工学(MB圃研究会とな

リ,1986年にはME とバイオサイバネティックス研究会と

改称され,その後1989年にニューロブームの受け口とし

てニューロコンピューティング研究会が分}堆・発足し現在

に至っているU.さらに 1979年以来,判1経情報科学研究会

(その後,19認年に日本神経回路学会)も協賛し,毎年3

月玉川大学での研究会が開催されている.とくに 1993年

からは,捌、下に述ベる本部会主催の特別講演会が共催行事

としで直例となっている.また,1970年に早稲田大学の加

藤一郎が人工の手研究会の森政弘・藤井克彦・土屋喜一・

(吉川榮手田
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